














岡 本 匡 史
CsFeBr3は､六方晶ABX3型化合物で､Fe2'イオンが C軸方向 に重 い交
鼓相互作用によって結ばれた塩気的一次元鎖を形成している｡鼓内､鎖間の相互作用
は共に反強位性的であるが､坑内の相互作用に鞍べて巣問のそれが 1ケタ程小 さいた
め擬一次元屯性休と言うことができる｡
この物貫は以前､Takedaら日によって帯塩草が滴定されており､ 17Eにピ
ークを持つことから､そこで反領乾性的なオ⊥ダーが程きていると彼らは結論 してい
る｡
我々は当初 ､一次元乾性休の援化過程に興味を持ち勘定を行った｡その結果､1.
76E.､4.2Kのいずれの温度についても､宅化のカープにこっの折れ曲が りが親
沸された｡我 々は､この稗貫は基底一重項常態性体として記述でき､この折れ曲が り
の競演された故場値の間で､斑気的秩序状愚が出.現 していると考えた｡そ して､Ta
kedaらの潮定した帯故事は､一軸異方性を持つ常延性育桜草で説明できると考え､
帯忘享の追試を行った｡実鼓では､SQUIDを用いて直読塩化を滴定したが､ 12
K､17Kにこっの異常が親潮され､単純な基底一重項では記述できない･のではとい
う新たな疑問が生 じた｡しかし､比熱湘定ではその二つの異常に対応するようなもの
は湘定されず､更に4.2KまでのMossbauer効果の測定においても､故気
的秩序を反映する内部故場は観測されなかった｡またDornerら2)によって中性
子散乱の実験がなされているが､やはり1.4Kまでオーダーを示すような結果は得
られていない｡
我々は､青砥率の二つのピークが不純物によるものではないかと考え､試料を換え
て再度実験を待ったが､やはり同じ結果が得られた｡現在のところ､この二つの異常
が､なにを反映 しているものかは不明である｡
また砥場中の帯磁率の測定を行い､故頓悟によってシフ トする鋭いピークが観測さ
れた｡これは､磁場中でのオーダーを反映しているものと考えている｡この転移点は､
故化過程の結果から得られた転移点と較ペると低温側にずれているが､これはスピン
系 と格子系の温度差によるものであり､実際の転移点は帯故事の異常の見られた塩度
であると思われる｡
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